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［成果情報名］フジコナカイガラムシの天敵が効率的に採集できる天敵誘引トラ

ップ

［要約］毛糸を絡ませた黒色マジックテープ（2.5cm×12cm）にフジコナカイガラ

ムシの卵塊および成・幼虫を接種した天敵誘引トラップを作製した。本トラップ

により、従来使用していたフジコナ誘引トラップより多くの天敵類を得ることが

でき、より正確に天敵相を把握できる。

［キーワード］フジコナカイガラムシ、カキ、天敵

［担当部署］病害虫部・虫害チーム

［連絡先］092-924-2938

［対象作目］果樹 ［専門項目］病害虫 ［成果分類］研究手法

-------------------------------------------------------------------------

［背景・ねらい］

カキの重要害虫であるフジコナカイガラムシに対する土着天敵を利用した環境

保全型防除技術の開発において、天敵類の特性評価や天敵相の調査を行うため野

外の天敵類を採集する必要がある。これまで使用していたバンドトラップ（以下、

フジコナ誘引トラップ）を用いた方法は、トラップに誘引されたフジコナカイガ

ラムシによる天敵の採集であり、効率が悪い。そこで、効率的に天敵類を採集で

きるトラップを開発する。（要望機関名：久留米普(H12)）

［成果の内容・特徴］

１．新しく開発した天敵誘引トラップは、黒色マジックテープ（2.5cm×12cm）に

毛糸を絡ませて作製したフジコナ誘引トラップに、フジコナカイガラムシの卵

塊約10個と成・幼虫を接種したものである（図１）。

２．図２のように野外に天敵誘引トラップを約10日間設置し、回収後、トラップ

ごと密閉できるビニル袋に収容して25℃で飼育すると、約２ヶ月後に袋内で羽

化した天敵類を得ることができる。

３．天敵誘引トラップを用いることによってフジコナ誘引トラップより多くの天

敵類を得ることができ（表１）、より正確に天敵相を把握できる。

［成果の活用面・留意点］

１．土着天敵相調査法として活用できる。

２．接種するフジコナカイガラムシは黒皮カボチャで飼育できる。



［具体的データ］

図１ 天敵誘引トラップの作製方法

マジックテープに毛糸を絡めて作製したフジコナ誘引トラップ（写真左）の毛糸の

隙間に、卵塊（約10個）を主体にフジコナカイガラムシ（同右）を接種する。

図２ 天敵誘引トラップ設置方法

フジコナカイガラムシを接種した面を

外側にしてダブルクリップで固定する。

表１ ２種のトラップによって採集された土着天敵類の比較

ほ場 ﾄﾗｯﾌﾟ 採集された天敵の種類および数

の 寄 生 蜂 捕 食 者

ｸﾛﾊﾞﾁ ﾄﾋﾞ ﾂﾉｸﾞﾛ ﾍﾞﾆ ﾋｹﾞﾅｶﾞ ﾀﾏﾊﾞｴ ｽｼﾞｸﾛ ﾑﾂﾎﾞｼ ﾃﾝﾄｳ ﾋﾒﾊﾅ ｶｹﾞﾛｳ種類

吉井 天敵誘引 637 59 11 6 2 6 24 1 0 0 14

Ａ ﾌｼﾞｺﾅ誘引 2 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0

吉井 天敵誘引 1,145 48 22 28 0 36 28 8 0 1 8

Ｂ ﾌｼﾞｺﾅ誘引 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

試験 天敵誘引 411 16 56 0 7 8 3 0 182 11 9

場内 ﾌｼﾞｺﾅ誘引 47 6 19 1 1 3 0 0 1 0 0

（2005.4.25～10.26）

注）ｸﾛﾊﾞﾁ：ﾌｼﾞｺﾅｶｲｶﾞﾗｸﾛﾊﾞﾁ ﾄﾋﾞ：ﾌｼﾞｺﾅｶｲｶﾞﾗﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ ﾂﾉｸﾞﾛ：ﾂﾉｸﾞﾛﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ

ﾍﾞﾆ：ﾍﾞﾆﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ ﾋｹﾞﾅｶﾞ：ﾌｼﾞｺﾅﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ ﾀﾏﾊﾞｴ：ﾀﾏﾊﾞｴ類

ｽｼﾞｸﾛ：ｽｼﾞｸﾛﾋﾒｶｹﾞﾛｳ ﾑﾂﾎﾞｼ：ﾑﾂﾎﾞｼｺﾅｶｹﾞﾛｳ ﾃﾝﾄｳ：ﾃﾝﾄｳﾑｼ類

ﾋﾒﾊﾅ：ﾋﾒﾊﾅｶﾒﾑｼ類 ｶｹﾞﾛｳ：その他ｶｹﾞﾛｳ類幼虫
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